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関ケ原古戦場における多言語案内サービスを開始しました 

 

 

 

関ケ原町では、新型コロナ収束後の外国人観光客増加等を見据え、町内に設

置している全ての史跡解説サインに、専用のＱＲコードを設置し、多言語（英

語、フランス語、韓国語、中国語（繁体字・簡体字））に対応した文字及び音

声による史跡案内サービスを開始しました。 

また、日本人の視覚障がい者の方への配慮も踏まえ、同ＱＲコードにより日

本語での音声案内サービスも合わせて開始しました。 

本サービスは、アフターコロナを見据え、非接触型のデジタルサービス導入

により、感染予防に配慮しながら史跡巡りが出来るよう環境を整えるととも

に、外国人や視覚障がい者など、全ての観光客に優しい観光地づくりを目指す

ものです。 

 

記 

 

１、対応言語：英語、フランス語、韓国語、中国語（繁体字・簡体字）の５言語 

      （上記に加え、日本語での音声案内も開始） 

        

２、設置箇所：町内３３箇所の史跡、陣跡（別添参照） 

 

３、利用方法：解説サインに設置された QR コードをスマートフォンで読み 

込むと、携帯端末に対応した言語の文字及び音声による案内

が携帯端末より提供されます。 

 

 

 

 

 

令和３年３月１８日（木）関ケ原町発表資料 

担当課 地域振興課 

担当係 古戦場グランドデザイン推進室 

担当者 澤村・富田 

電話番号 直通 0584-43-1112 



設置写真 

  

大型解説サイン 小型解説サイン 

  

音声ガイド QR コード(拡大) スマートフォン表示画面（仏語） 

 


